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木
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マ
テ
リ
ア
ル
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サ
イ
ク
ル
か
ら
造
ら
れ
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ー
ド

Ｍ
Ｄ
Ｆ
と
は
何
か

拡
が
り
続
け
て
き
た
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要
の
裾
野
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ク
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◉ 

新
木
場
漫
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木
の
ま
ち
の
ベ
イ
サ
イ
ド
エ
リ
ア
に
誕
生
し
た
、
ク
ラ
フ
ト
＆
家
具
ギ
ャ
ラ
リ
ー

木
に
魅
惑
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

オ
ー
ナ
ー
宮
島
さ
ん
の
夢
は
、
今
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り

く
く
の
木
（
K
U
K
U
N
O
K
I
）

木材・合板博物館からのお知らせ
第3回ウッドマスター（基礎）講習会を開催しました
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平成26年４月15日（火）～ 19日（土）までの５日間にわたり、
木材・合板博物館主催による【第３回ウッドマスター（基礎）
講習会】を新木場タワーの一階大ホールで開催しました。受講
者は博物館の賛助会員企業を中心に合計115名でした。
この（基礎）講習会の目的は、林業や木材産業に携わってい

る企業の人材育成を側面から支援し将来のビジネスに役立て
るために、主には新入社員の方々を対象に森林・林業・木材産
業に関する川上から川下までの基礎知識を身につけていただ
くための講義及び現場・実習を行うものです。しかし、これま
での実績では、実務経験のある方々にも普段は接する機会が
少ない幅広い分野の基礎的な情報を取得する機会として利用
して頂いています。
今回の座学は、初日（15日）の松本講師による「温暖化防止と

森林・林業・木材」の講義に始まり、立花講師による｢木材需給
と貿易｣、渋沢講師による「木質建材の基礎知識」の３講座、２
日目（16日）は岡野講師による｢樹木と木材｣、平川講師による
「木材と放射線の基礎知識」、青木講師による「これからの木造
建築」および淡中講師による｢木材流通の仕組み｣まで合計７

講座について講義
が行われました。
また、３日目（17

日）と４日目（18日）
には林地見学及び
工場見学を行いました。千葉県森林組合君津支所の山林にお
いて、手入れの生き届いた造林地とそうではないものとの違
いやスギのA、B、C材の丸太形状、価格や利用方法の違い、ス
ギの黒心の見学などを行いました。また、株式会社キーテック
の木更津工場にてLVLや合板の製造ラインなどを見学すると
ともに、ポラテック株式会社の坂東工場のプレカット加工及
び越谷の本社ウッドスクエアビルの見学などを行いました。さ
らに最終日の19日には、資格認定試験に続いて杉山講師によ
る実際に木材サンプルを観察する「樹種識別実習」を行いまし
た。
５日間の長丁場でしたが、受講された方々からは「面白かっ

た」、「勉強になった」などの感想を頂き無事日程を終了する
ことができました。
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繊
維
板
の
製
造
法
に
は
湿
式
（
ウ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
セ
ス
）

と
乾
式
（
ド
ラ
イ
プ
ロ
セ
ス
）
が
あ
り
ま
す
。
現
状
、
国

内
で
は
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
は
、
ウ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
セ
ス
の
み
で

造
ら
れ
ま
す
。
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
は
か
つ
て
は
テ
レ
ビ
な
ど

の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
裏
側
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
片
側
に
網

目
が
あ
る
も
の
と
言
え
ば
、
古
い
テ
レ
ビ
の
時
代
を
知
っ

て
い
る
方
な
ら
、
あ
あ
、
あ
れ
か
と
思
う
方
も
多
い
で
し

ょ
う
。
車
の
内
装
基
材
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

見
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
は
、
フ
ァ

イ
バ
ー
を
水
に
入
れ
た
パ
ル
プ
溶
液
に
ロ
ジ
ン
等
の
サ
イ

ズ
剤（
紙
製
品
な
ど
の
滲
み
防
止
剤
）を
加
え
、ネ
ッ
ト（
金

網
）
上
に
落
と
し
て
マ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。
こ
の
工
程
を

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
と
言
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
の
後
、
マ

ッ
ト
の
片
側
に
ネ
ッ
ト
を
置
い
た
状
態
で
熱
圧
し
て
、
板

と
し
ま
す
。
木
質
フ
ァ
イ
バ
ー
に
は
リ
グ
ニ
ン
や
ヘ
ミ
セ

ル
ロ
ー
ス
な
ど
が
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
接
着
剤
の
役

割
を
果
た
す
の
で
、
少
量
の
接
着
剤
を
入
れ
ま
す
。

一
方
、
Ｍ
Ｄ
Ｆ
は
ド
ラ
イ
プ
ロ
セ
ス
で
造
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
が
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
と
の
大
き
な
違
い
で
す
。
木
質
フ

ァ
イ
バ
ー
は
乾
燥
工
程
を
経
て
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
、
マ

ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
こ
の
過
程
で
接
着
剤
が
加
え
ら
れ
ま

す
。
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ー
カ
ー
が
工
夫

を
凝
ら
す
と
こ
ろ
で
、一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

マ
ッ
ト
を
熱
圧
す
る
際
、
厚
さ
が
一
定
に
な
る
よ
う
に
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
バ
ー
と
呼
ん
で
い
る
ス
ト
ッ
パ
ー
で
規
制
し

て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
は
、
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
後

の
マ
ッ
ト
を
熱
圧
し
ま
せ
ん
。
そ
の
密
度
は
、
０
・
35
ｇ

／
㎤
未
満
で
す
が
、
耐
水
性
を
高
め
る
た
め
に
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
な
ど
を
加
え
た
場
合
は
、
０
・
40
ｇ
／
㎤
未
満
で
す
。

│
厚
さ
40
㎜
位
の
「
マ
ッ
ト
」
を
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
バ
イ
ン
ダ
ー
と
し
て
使
わ
れ
る
接
着
剤
は
基
本

的
に
合
板
と
同
じ
も
の
で
す
。

で
は
工
場
を
巡
り
な
が
ら
、
製
造
工
程
を
も
う
少
し
詳

し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
解
繊
】

こ
れ
が
パ
ル
プ
の
原
料
と
な
る
チ
ッ
プ
で
す
。
チ
ッ
プ

の
山
が
二
つ
あ
り
ま
す
が
、こ
ち
ら
の
チ
ッ
プ
（
写
真
２
）

は
合
板
・
製
材
工
場
か
ら
出
る
端
材
を
チ
ッ
プ
に
し
た
も

の
で
す
。
弊
社
は
も
と
も
と
南
洋
材
合
板
を
生
産
し
て
い

た
関
係
で
、
社
内
で
発
生
す
る
端
材
、
又
は
国
産
広
葉
樹

の
チ
ッ
プ
を
集
荷
し
て
原
材
料
と
し
て
い
ま
し
た
。今
は
、

東
南
ア
ジ
ア
の
合
板
工
場
や
製
材
工
場
で
出
た
端
材
も
チ

ッ
プ
化
さ
れ
て
日
本
に
運
ば
れ
て
き
ま
す
。
建
材
、
家
具

向
け
の
用
途
に
は
、
こ
の
南
洋
材
の
チ
ッ
プ
を
主
体
に
使

用
し
ま
す
。

他
に
建
設
発
生
木
材
か
ら
造
っ
た
チ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す

が
、
建
築
端
材
の
場
合
は
、
釘
な
ど
も
混
ざ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
異
物
を
き
れ
い
に
除
去
す
る
こ
と
が
、
繊
維
板

を
造
る
と
き
の
最
初
の
大
き
な
作
業
に
な
り
、
一
部
、
構

造
用
Ｍ
Ｄ
Ｆ
に
混
入
し
て
使
用
し
ま
す
。
清
水
工
場
に
は

２
基
の
チ
ッ
プ
サ
イ
ロ
が
あ
り
、
こ
れ
に
チ
ッ
プ
を
入
れ

ま
す
。
チ
ッ
プ
ス
ク
リ
ー
ン
と
い
う
工
程
で
篩ふ

る

い
に
か
け

て
チ
ッ
プ
の
大
き
さ
を
揃
え
、
さ
ら
に
チ
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
シ

ャ
ー
で
水
洗
浄
し
、
結
果
的
に
チ
ッ
プ
だ
け
の
状
態
に
し

ま
す
。（
写
真
３
）

次
は
こ
れ
を
フ
ァ
イ
バ
ー
に
す
る
工
程
で
す
。
デ
ィ
フ

ァ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
装
置
を
使
い
ま
す
。
１
８
０
度

特集 MDFについて学ぶ
《入門編》《入門編》
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合板・製材工場残廃材
林地残廃材・小径木

インシュレーションボード
（Insulationboard)

小 片 化
切削・破砕
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（㈱ノダ作成ＰＰＴ資料より）

（出典：日本繊維板工業会発行「木質ボード」より）

（（独）森林総合研究所 渋沢龍也氏提供）

ＭＤＦＭＤＦとは何かとは何か
木材資源のマテリアルリサイクルから木材資源のマテリアルリサイクルから
造られるファイバーボード造られるファイバーボード

拡がり続けてきた需要の裾野拡がり続けてきた需要の裾野
　ファイバーボードは言葉通り「繊維の板」です。段ボールの板紙や紙と同様、木質繊維を原料としています。製

法と密度によって、インシュレーションボード、MDF、ハードボードに区分されます。製法は水を使うか、使わない

かの違いですが、水を使わない場合は接着剤を使います。密度は、0.35g/㎤未満のものがインシュレーションボード、

0.35ｇ/㎤以上のものがMDF、0.8ｇ/㎤以上のものがハードボードです。

　さて今号特集では、このうちMDFについて学んでみようと思います。MDFとはMedium Density Fiberboardの

略で、和語は中密度繊維板です。かつて密度に0.8ｇ/㎤の上限があったためですが、現在は上限がなくなったので、

誤解を与える表現です。MDFは聞き慣れない名ですが、用途の幅広さを知ったら、その身近さに驚かれるのではな

いかと思います。MDFは、1968年頃からアメリカで本格的生産が始まり、1970年以降世界各国で生産されるよう

になりました。日本では1972年、ホクシン株式会社がスターウッドの名で製造販売したのが始まりです。従来の湿式

法で造られる繊維板とは性質が異なり、家具材、建材としても性能が優れていることから、需要は拡大し続けています。

　株式会社ノダは昭和38年に日本初の乾式法のハードボード工場を建設、昭和59年にＭＤＦ生産を開始するなど、

ファイバーボードの分野で先駆的な役割を果たしてきた総合建材メーカーです。そのMDF生産拠点、清水事業所（静

岡市）を尋ねて、MDFについて教えていただきました。手ほどきして下さったのは、野田励専務取締役と島村明取

締役・繊維板事業部長のお二人です。

　㈱ノダのＭＤＦ生産拠点、清水事業所は静岡市清水区駒越北町にあり151,275㎡（45,761坪）の広大な敷地面

積を持つ工場で、操業開始は昭和38年。ここに400名の方が働いています。（写真１）　野田専務と島村事業部長が、

応接室でパワーポイントをプロジェクターに映しながら説明をして下さいました。

野田励
つとむ

専務取締役（左）。島村明取締役・繊維板事業部長（右）のお二人

Ｍ
Ｄ
Ｆ
の
製
造
工
程

│
ラ
イ
ン
を
巡
り
な
が
ら

フ
ァ
イ
バ
ー
ボ
ー
ド

│
繊
維
板

写真─１　株式会社ノダの清水事業所全景。（白線内）

図３　MDFの製造工程

図２　木質ボードの製造方法

図1　ファイバーボードの種類と分類

M e d i u m  D e n s i t y  F i b e r b o a r d
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程
度
の
蒸
気
で
蒸
煮
し
て
繊
維
を
取
り
出
し
ま
す
。
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
は
、
お
蕎
麦
屋
さ
ん
が
蕎
麦
の
実
を
石
臼
で

す
り
つ
ぶ
し
て
粉
に
す
る
作
業
に
似
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
い
か
に
細
く
長
い
繊
維
に
す
る
か
が
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。（
写
真
４
）
そ
の
後
に
接
着
剤
を
加
え

ま
す
。
こ
の
段
階
で
は
、
チ
ッ
プ
を
煮
て
接
着
剤
を
加
え

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
水
分
が
高
い
た
め
、
こ
れ
を
ド
ラ
イ

ヤ
ー
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。（
写
真
５
）

【
成
板
プ
レ
ス
】

こ
れ
を
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
マ
シ
ン
に
送
り
込
み
ま
す
。
こ

の
装
置
は
下
に
ネ
ッ
ト
（
金
網
）
が
あ
り
、
上
か
ら
は
送

風
し
た
フ
ァ
イ
バ
ー
を
送
り
、
下
か
ら
は
バ
キ
ュ
ー
ム
で

吸
引
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
に
フ
ァ
イ
バ
ー
を
均
一
に
な
ら

し
、
ふ
わ
ふ
わ
の
状
態
か
ら
、
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
し
易
く
す

る
た
め
マ
ッ
ト
を
圧
縮
し
て
、
マ
ッ
ト
の
中
の
空
気
を
抜

く
為
に
プ
リ
プ
レ
ス
の
中
に
導
入
し
ま
す
。
こ
こ
で
少
し

硬
い
マ
ッ
ト
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
を
プ
レ
ス
に
入

る
大
き
さ
に
切
り
ま
す
。

プ
リ
プ
レ
ス
を
経
て
次
に
ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
と
い
う
工
程

で
熱
圧
し
ま
す
。
弊
社
で
は
多
段
プ
レ
ス
と
称
す
る
方
法

で
上
下
か
ら
プ
レ
ス
し
て
、
仕
上
が
り
に
近
い
厚
さ
の
板

に
し
ま
す
。
熱
圧
直
後
の
板
の
温
度
は
高
温
の
為
、
そ
の

ま
ま
積
み
込
む
と
ボ
ー
ド
含
水
率
の
バ
ラ
つ
き
が
大
き
く

な
り
、
反
り
変
形
の
原
因
に
な
る
の
で
ボ
ー
ド
ク
ー
ラ
ー

で
冷
や
し
ま
す
。

【
サ
ン
ダ
ー
】

冷
や
し
た
板
を
重
ね
て
一
度
倉
庫
に
運
び
、
こ
こ
で
１

週
間
養
生
し
て
、水
分
を
安
定
さ
せ
ま
す
。次
に
サ
ン
ダ
ー

工
程
で
厚
み
規
制
及
び
表
面
を
き
れ
い
に
仕
上
げ
、
正
寸

に
切
り
、
検
査
に
か
け
て
、
最
終
的
に
出
荷
と
な
り
ま
す
。

こ
の
Ｍ
Ｄ
Ｆ
の
生
産
ラ
イ
ン
は
ほ
ぼ
全
て
が
機
械
化
自

動
化
さ
れ
て
お
り
、
４
直
３
交
替
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
態

勢
を
組
み
24
時
間
稼
動
さ
せ
て
い
ま
す
。

弊
社
の
旧
名
は
も
と
も
と
「
野
田
合
板
」
で
、
南
洋
材

合
板
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
製
造
過
程
で
原
木
、
合
板

の
端
材
が
大
量
に
出
ま
す
。
こ
れ
を
な
ん
と
か
有
効
活
用

で
き
な
い
も
の
か
。
端
材
を
チ
ッ
プ
に
細
か
く
砕
い
て
繊

維
板
に
し
た
ら
、
合
板
原
料
と
し
て
は
使
え
な
い
端
材
や

剥
き
芯
な
ど
も
使
い
切
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
昭
和
38
年
に
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
工
場

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
Ｍ
Ｄ
Ｆ
生
産
に
踏
み
切
っ
た
の
は

昭
和
59
年
。
今
は
も
っ
ぱ
ら
Ｍ
Ｄ
Ｆ
生
産
を
主
力
に
し
て

い
ま
す
が
、
二
つ
の
ラ
イ
ン
を
稼
動
さ
せ
て
い
ま
す
。

当
時
、木
造
住
宅
の
外
壁
に
使
用
す
る
外
装
材（
サ
イ
デ

ィ
ン
グ
）は
、基
本
的
に
木
質
系
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
ど
も

も
そ
の
用
途
に
合
わ
せ
て
、
雨
に
打
た
れ
て
も
水
に
強
い

ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
時
期
か
ら
都
市
部
の
防
火
規
制
が
厳
し
く

な
っ
て
、
家
の
密
集
地
域
に
木
質
系
の
外
装
材
は
使
い
に

く
く
な
り
、別
の
市
場
に
シ
フ
ト
す
る
選
択
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
工
場
で
家
具
用
の
ボ
ー
ド
を
造

る
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
の
ラ
イ
ン

か
ら
ど
う
や
っ
て
よ
り
低
密
度
の
製
品
を
造
る
の
か
。
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
な
か
っ
た
の
で
、
従
来
か
ら
使
っ
て
い
た

フ
ェ
ノ
ー
ル
系
の
接
着
剤
を
使
っ
て
み
た
り
、
試
行
錯
誤

も
し
ま
し
た
。
Ｍ
Ｄ
Ｆ
の
接
着
剤
に
は
尿
素
系
の
メ
ラ
ミ

ン
や
ユ
リ
ア
な
ど
が
使
わ
れ
ま
す
。
次
に
は
そ
れ
を
使
っ

て
Ｍ
Ｄ
Ｆ
の
よ
う
な
用
途
に
使
え
る
よ
う
な
ボ
ー
ド
を
、

い
か
に
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
工
場
の
ラ
イ
ン
で
造
れ
る
か
模
索

し
ま
し
た
。

そ
れ
ら
努
力
が
あ
る
程
度
、
世
の
中
に
認
め
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
、木
材
資
源
の
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
、

資
源
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
新
た
に
Ｍ
Ｄ
Ｆ
工
場
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
昭
和
59
年
で
す
。

Ｍ
Ｄ
Ｆ
は
、
緻
密
で
均
質
な
材
質
を
第
一
の
特
長
と
し

ま
す
。
細
か
な
フ
ァ
イ
バ
ー
を
マ
ッ
ト
状
に
し
、
こ
れ
を

固
化
す
る
の
で
、
セ
グ
メ
ン
ト
が
全
体
的
に
小
さ
く
き
め

細
か
で
、
表
面
も
木
口
も
内
部
も
均
一
に
き
れ
い
に
仕
上

が
り
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
で
す
と
、
表
層
や
小

口
に
ザ
ラ
ザ
ラ
感
が
あ
り
、
チ
ッ
プ
と
チ
ッ
プ
の
間
に
隙

間
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
こ
う
し
た
部
分
に
塗
装
や
化

粧
を
施
し
た
り
、
シ
ー
ト
を
貼
っ
た
り
す
る
場
合
の
加
工

性
で
は
Ｍ
Ｄ
Ｆ
が
優
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
特
性
か
ら

家
具
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
建
材
へ
と

用
途
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
つ
目
の
特
長
は
く
る
い
や
反
り
が
少
な
い
こ
と
で

す
。
木
質
材
料
で
す
か
ら
、
Ｍ
Ｄ
Ｆ
の
表
や
裏
が
水
分
に

触
れ
た
り
、
片
面
に
熱
が
加
わ
っ
た
り
す
る
と
、
あ
る
程

度
変
型
す
る
の
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
も
規
則

性
が
あ
り
ま
す
。
木
材
な
ら
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
変
型

の
仕
方
が
ま
ち
ま
ち
で
異
な
り
ま
す
が
、
Ｍ
Ｄ
Ｆ
は
そ
の

点
で
寸
法
安
定
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
マ
ッ
ト
に
し
た
も

の
を
大
き
な
熱
盤
で
プ
レ
ス
し
ま
す
の
で
、
大
き
な
板
が

造
れ
る
こ
と
も
利
点
に
な
り
ま
す
。

フ
ァ
イ
バ
ー
の
量
を
ど
の
く
ら
い
に
す
る
か
。
接
着
剤

に
は
何
を
、
ど
の
く
ら
い
の
量
で
使
う
か
。
こ
う
し
た
こ

と
を
細
か
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
の
が
、Ｍ
Ｄ
Ｆ
で
す
。

つ
ま
り
、
用
途
に
合
わ
せ
て
幅
広
く
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き

る
、
と
い
う
点
が
Ｍ
Ｄ
Ｆ
の
強
み
で
す
。
そ
れ
を
武
器
に

ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ん
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
可
能
に
な

り
ま
す
。（
図
５
）

例
え
ば
、
高
密
度
に
す
る
と
、
打
っ
た
釘
は
抜
け
難
く

な
り
ま
す
。
で
も
、
画
鋲
を
刺
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

あ
っ
た
と
し
て
、
あ
ま
り
硬
い
と
刺
せ
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ

の
場
合
に
は
あ
る
程
度
低
密
度
に
す
る
こ
と
で
調
整
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

ノ
ダ
に
お
け
る
Ｍ
Ｄ
Ｆ
の
生
産
開
始
当
初
は
、
主
に
家

具
・
木
工
用
の
需
要
開
拓
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
箱
物
の

部
材
や
天
板
や
引
き
出
し
な
ど
の
用
途
で
す
。
当
時
、
静

岡
県
は
仏
壇
や
鏡
台
の
製
作
で
は
高
い
シ
ェ
ア
が
あ
り
ま

し
た
。
仏
壇
の
躯
体
は
、
表
面
は
木
目
で
化
粧
し
、
中
身

は
１
０
０
％
Ｍ
Ｄ
Ｆ
と
い
う
製
品
が
相
当
量
あ
り
ま
す
。

需
要
は
し
だ
い
に
コ
ー
ナ
ー
家
具
、
弱
電
関
係
、
楽
器
へ

と
拡
が
り
ま
し
た
。（
写
真
６
）

次
は
、
収
納
扉
、
フ
ロ
ア
ー
材
、
間
仕
切
り
材
、
造
作

材
な
ど
、
建
材
用
途
と
し
て
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

Ｍ
Ｄ
Ｆ
に
直
接
シ
ー
ト
を
巻
く
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
普
及
に
よ

り
、
需
要
は
急
速
に
拡
大
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一

部
家
具
用
と
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
ま
だ
一
般
的
で

は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
建
材
向
け
に
耐
水
性
を
も
つ
枠
材
と

し
て
開
発
で
き
な
い
か
検
討
を
続
け
、
Ｍ
Ｄ
Ｆ
窓
枠
を
開
発

し
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ッ
シ
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
約
２
年
半
ほ

曲げ強さによる区分
物理的な強度による区分
30タイプ、15タイプなど

接着性能による区分
耐水性能などに大きく依存
U、Ｍ、Ｐタイプなど

ホルムアルデヒド放散量 F☆☆☆、F☆☆☆☆等級など
シックハウス関連法規への対応

原材料樹種による 針葉樹タイプ、広葉樹タイプなど
原材料の樹種による分類（用途特性）

用途に合わせ、適切な種類を選択する事が大切！

厚さ25～30㎜、最大寸法2m×4m
密度（0.5～1.0以上まで）（加工特性）厚さ、寸法、密度など

高いカスタマイズ性が、用途に応じた幅広い種類の製品
化につながる

（㈱ノダ作成ＰＰＴ資料より）

昭和30年代
ハードボード工場が操業開始
テレビのキャビネット、外装材利用等

昭和40年代
MDF工場が操業開始
家具・木工用途などで利用開始

昭和50年代 ラッピングマシンの普及でMDFの建材用途拡大

時代とともに、利用範囲、使用範囲の拡大

平成10年代 耐力壁の大臣認定取得で構造用途へ

㈱ノダ作成ＰＰＴ資料より

写真５　製造工程
【解繊】の最後の工程、ドライヤー

写真３　チップサイロ。チップを工場内に一定量づつ投入する
サイロ

合
板
か
ら
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
へ
、

そ
し
て
M
D
F
へ

│
需
要
開
拓
と
製
品
開
発
の
模
索

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
性
の
高
さ

│
家
具
分
野
か
ら
造
作
材
・
構
造
材
分
野
へ
の
進
出

M
D
F
の
特
長

特集 MDFについて学ぶ《入門編》

写真２　工場内のチップヤード。合板・製材工場からの端材が
原料のチップの山

写真４　
取り出された繊維（ファイバー）

図４　繊維板工業の変遷

図５　MDF製品の種類

清水工場の構内を、島村事業部長に案内していただきました
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ど
足
を
運
ん
で
提
案
し
続
け
、
出
窓
カ
ウ
ン
タ
ー
と
し
て
水

周
り
の
準
外
装
材
を
商
品
化
し
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
そ
の

後
、
出
窓
の
カ
ウ
ン
タ
ー
材
は
ほ
と
ん
ど
Ｍ
Ｄ
Ｆ
に
替
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。（
図
６
）

現
在
は
、
耐
力
壁
な
ど
合
板
に
替
わ
る
構
造
用
部
材
と

し
て
も
Ｍ
Ｄ
Ｆ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。（
図
７
）

構
造
用
途
と
し
て
の
Ｍ
Ｄ
Ｆ
の
利
点
の
一
つ
は
、
面
材

と
し
て
の
せ
ん
断
強
さ
、
釘
の
保
持
力
等
が
強
い
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
木
材
は
、
湿
気
が
高
け
れ
ば
そ
れ
を
吸
い
、

低
け
れ
ば
吐
き
出
す
吸
放
湿
機
能
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｍ
Ｄ

Ｆ
に
は
、
木
材
や
合
板
以
上
に
湿
気
を
通
し
や
す
く
、
透

湿
抵
抗
は
密
度
に
よ
り
ま
す
が
、
合
板
の
約
１
／
４
と
い

う
測
定
例
が
あ
り
ま
す
。
湿
気
を
通
し
や
す
い
無
機
系
面

材
と
比
較
し
て
も
、
同
等
以
上
の
性
能
と
な
り
ま
す
。

壁
材
は
、
釘
の
保
持
力
が
き
わ
め
て
重
要
で
す
。
東
日

本
大
震
災
は
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
後
か
ら
２
０
１
４

年
４
月
８
日
ま
で
の
間
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
５
以
上
の

余
震
が
８
０
９
回
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
以
上
が
１
１
２

回
と
い
う
、
異
常
な
回
数
の
余
震
観
測
記
録
を
残
し
ま
し

た
。
繰
り
返
し
の
地
震
は
、
釘
の
緊
結
力
を
格
段
に
弱
め

ま
す
。
こ
の
た
び
の
災
害
は
、
構
造
用
部
材
に
改
め
て
耐

久
性
評
価
を
求
め
る
契
機
に
な
り
ま
し
た
。

図
８
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
弊
社
の
構
造
用
Ｍ
Ｄ
Ｆ

製
品
の
物
性
バ
ラ
ン
ス
を
図
示
し
た
も
の
で
す
。Ｍ
Ｄ
Ｆ
は
、

板
材
に
求
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
ひ
じ
ょ
う
に
バ
ラ

ン
ス
よ
く
備
え
て
い
ま
す
。
弊
社
の
こ
れ
ま
で
の
事
業
経
緯

は
、
Ｍ
Ｄ
Ｆ
の
持
つ
機
能
を
活
か
し
、
こ
れ
を
お
客
様
に
提

案
し
な
が
ら
用
途
を
拡
め
、
こ
れ
に
応
じ
た
製
品
開
発
を
進

め
る
歴
史
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

図
９
の
グ
ラ
フ
は
、
世
界
主
要
国
人
口
千
人
当
り
の
フ

ァ
イ
バ
ー
ボ
ー
ド
、
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
、
合
板
の
三

つ
の
消
費
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
の
と
お
り
、
日

本
は
合
板
の
比
率
が
高
く
、
欧
米
は
ボ
ー
ド
の
比
率
が
高

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
の
需
要
の
違
い
の
一
つ
は
壁
材

で
、
日
本
の
内
装
壁
材
は
ほ
と
ん
ど
が
石
膏
ボ
ー
ド
で
す

が
、
欧
米
で
は
壁
に
フ
ァ
イ
バ
ー
ボ
ー
ド
が
多
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
防
火
規
制
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
床
材
で
、
欧
米
で
は
圧
倒
的
に
Ｍ
Ｄ
Ｆ
を

基
材
に
し
た
床
材
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
室
内
で
は
靴
を

脱
い
で
素
足
で
過
ご
す
日
本
は
、
諸
外
国
に
比
べ
足
裏
の

感
覚
が
繊
細
な
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
日
本
の
よ
う
な
耐
水
性
に
優
れ
た
Ｍ
Ｄ
Ｆ
は

海
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
日
本
の
高
温
多
湿
性

に
対
応
し
た
機
能
が
Ｍ
Ｄ
Ｆ
に
求
め
ら
れ
た
も
の
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）、
弊
社
製
品
が
森
林
認
証

FSC ®
-CoC

認
証
（
※
１
）、PEFC-CoC

認
証
（
※
２
）

を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
の
認
証
は
本
来
、
森
林
資
源
の

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
利
用
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で
す
が
、

１
０
０
％
解
体
材
利
用
と
い
う
点
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、

日
本
で
初
め
て
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
２
０
０
１
年

（
平
成
13
年
）
施
行
の
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
に

始
ま
り
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
な
ど

の
環
境
重
視
の
行
政
シ
ス
テ
ム
が
、
木
質
ボ
ー
ド
を
後
押

し
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｄ
Ｆ
製
品
を
さ
ら
に
幅
広
い

も
の
へ
と
進
め
る
こ
と
が
弊
社
の
使
命
で
す
。

│
野
田
専
務
、島
村
事
業
部
長
の
お
話
を
伺
っ
た
後
、

島
村
事
業
部
長
に
㈱
ノ
ダ
の
清
水
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
ご
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｍ
Ｄ
Ｆ
製
品
を
住
宅
建
材
に

使
用
す
る
機
能
性
、
魅
力
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

ひ
と
時
で
し
た
。

日本繊維板工業会　
※木質ボードメーカー 17社からなる生産者団体です。　
〒103-0027 東京都中央区日本橋二丁目12番9号 日本橋グレイスビル5階　　
http://www.jfpma.jp/　TEL：03-3271-6883　FAX：03-3271-6884　

広いショールーム内。リビング、玄関、子育て生活提案などのコー
ナーが用意され、MDF製品はいかに生活に密着した素材である
のかが実感できる。特にバリアフリーのコーナーは、人に優しい
床材や、体の不自由な人に配慮したMDFならではの提案をシミュ
レーション体験できるゾーンとなっていて、一見の価値があります

世　界 FB　31% PB　38% PW　31%

日本 FB 15% PB　21% PW　65%

中国 FB　34% PB 16% PW　50%

アメリカ FB 20% PB　48% PW　32%

カナダ FB 17% PB　51% PW　32%

イタリア FB　31% PB　58% PW 11%

フランス FB　27% PB　63% PW 10%

ドイツ FB　27% PB　65% PW 8%

ポーランド FB　24% PB　72% PW 4%

FB  ：ファイバーボード　PB  ：パーティクルボード　PW  ：合板

透湿性

釘頭貫通力

100％

75％

50％

25％

0％

構造用ハイベストウッド

釘引抜き抵抗

せん断強させん断強さ釘側面抵抗釘側面抵抗

　㈱ノダ作成資料

（出典：日本繊維板工業会発行「木質ボード」より）

壁倍率　3.0倍
建設大臣認定　東住指発615号

枠組壁工法　耐力壁
（現在は告示56号の変更でTBFC-9005）

壁倍率　2.5倍
平成９年

建設大臣認定　東住指発616号
木造軸組耐力壁大壁・受材真壁仕様

壁倍率　4.0倍
CN65に変更し高倍率に対応

平成14年
国土交通大臣認定　FRM-0042

木造軸組耐力壁

平成15年
国土交通大臣認定　FRM-0067

木造軸組耐力壁

壁倍率　2.5倍
床勝ち真壁仕様で
ネダノン工法へ対応

ユーザーのニーズに合わせ、認定範囲を拡大
2.5倍、4.0倍の併用でバランスのよい構造体を設計

構
造
用
途
へ
の
拡
大

写真６　ＭＤＦ製品には漆器もある。漆を塗った置き物

図７　構造用面材への利用
（㈱ノダ作成ＰＰＴ資料より）

図８　㈱ノダの構造用ＭＤＦ面材と製品を除く
「ハイベストウッド」の特性バランス

図９　世界主要国人口千人当りの木質ボード消費割合

建築造作関係 枠材、廻り縁、フラッシュドアの面材、カウンター、住宅
機器類、直貼りフロアなど

建築構造関係 外壁用下地材（耐力壁用構造パネル）

家具木工関係
箱物・棚物家具の扉、側板、棚板、天板及びその芯材、引出しの前板、
側板、先板、扉・前板の加飾、足物家具の天板、鏡台、仏壇、コーナー
家具、ベッドのヘッド、フットボード、インテリア小物

弱電、音響関係
スピーカー BOX、付属ラック、カラオケキャビネット、家
具調コタツの天板、脚、幕板

システムキッチン 厨房機器の扉、洗面化粧台の天板、扉

楽器関係 ピアノの上板、前板、電子楽器の前板、側板

サッシ廻り関係 出窓のカウンター、天板、複合窓枠

事務機器関係 黒板、電子黒板、間仕切り板、OA機器類のラック

その他 ディスプレー、広告用ボード、パチンコ・スロットの側板、
贈答用のパッケージ、麻雀卓、玩具、漆器など

建築造作関係 枠材、廻り縁、フラッシュドアの面材、カウンター、住宅
機器類、直貼りフロアなど

建築造作関係 枠材、廻り縁、フラッシュドアの面材、カウンター、住宅
機器類、直貼りフロアなど

（㈱ノダ作成ＰＰＴ資料より）

図６　MDFの用途一覧

特集 MDFについて学ぶ《入門編》

※１　FSC ®-CoC認証
FSC認証制度（森林認証制度）。適切な森林管理が行われていることを認証
する「森林管理の認証（FM認証）」と森林管理の認証を受けた森林からの木材・
木材製品であることを認証する「加工・流通過程の管理の認証（CoC認証）」
の2種類の認証制度。NPOであるFSC（Forest Stewardship Council：森林
管理協議会）が運営する国際的な制度。（環境省ＨＰより一部改稿）

※２　PEFC-CoC認証
PEFC 森林認証プログラム（Programme for the Endorsement of Forest 
Certification Schemes）。持続可能な森林管理のために策定された国際基準
（政府間プロセス基準）に則って林業が実施されていることを第三者認証する
「森林管理認証」。および、紙製品や木材製品など林産品に関して、森林管理
認証を受けた森林から生産された木材やリサイクル材を原材料として一定の割
合以上使用していることを第三者認証するCoC認証がある。（環境省ＨＰより
一部改稿）

この日、ショールームは定休日でしたが、製品開発部主任の上
村美絵さんが対応して下さいました。上村さんは二級建築士、
インテリアコーディネーター、福祉住環境コーディネーター2級
などの資格を持ち、さまざまな疑問にも答えてくれます。㈱ノダ
のショールームは全国に6箇所、仙台、東京、清水、名古屋、
大阪、福岡にもあります。 ※他材料との比較で、最大値を示した面材の結果を

100％とした。



祝!!総来館者数60,000名突破!!
　2013年12月18日（水）、2007年10月に開館した当博物館に、
６万人目のお客様が来館されました!!
　この記念すべきお客様は、日野自動車株式会社御一行の皆さまで
す。記念品を贈呈し、記念撮影を行いました。
　総来館者数60,000名を突破し、今後も多くのお客様を迎えられ
るよう、さらに活動を続けていきたいと思います。日野自動車株式
会社御一行のみなさま、ご来館ありがとうございました。

平成25年度を振り返って

夏休み 合板・LVL工場見学ツアー＆木工体験
　今年で5回目の開催。丸太を扱う工場に大人も子供も興味津々。昼
食の後は、リニューアルした海ほたるで休憩。そして、工場見学ツア
ーで製造過程を見てきた「合板」でキーホルダーの木工を行いまし
た。子供だけでなく、大人も大満足となった一日でした。

平成25年
 ４月 ㈱銘林／双葉林業合資会社
 ５月 セントラルスポーツ主催ウォーキング／家具デザイン研究所
 ６月 建築士事務所協会（宮城県・岩手県・福島県）／ IPCC（特許）健保会
 ７月 江戸川区カッコイイおやじの会／山形市より材木店の若手営業マン
 ８月 宇宙船号／鳥取県森林組合
 ９月 ㈱リブラン／国交省／麻生副総理
 10月 シンアンプライウッド／東京都生活協同組合連合会
 11月 ナカ工業㈱／日新グループ
 12月 ㈱ニトリ／日野自動車㈱（※累計来館者数６万人達成）
 １月 沼田正俊林野庁長官／建築学会　内田祥哉先生
  ㈱トライ・ウッド／江藤農林水産大臣御一行さま
 ２月 和歌山県庁の職員
 ３月 北総の森・巨樹・古木研究会／公益財団法人江東区文化コミュニティ財団

新入社員研修
㈱長谷川萬冶商店／㈱Ｊ－ケミカル／住友林業クレスト㈱／㈱平井／ウッド建材㈱／
双日建材㈱／JKホールディングス㈱／㈱オーシカ／㈱丸増ベニヤ商会／江戸川木材工
業㈱／丸紅建材㈱／㈱イヌイ／富士木材㈱／住友商事㈱／日本製紙木材㈱／共和商事
㈱／ジーク㈱／光洋産業㈱／林野庁／㈱エスケー住建／㈱アイダ設計／スターツ㈱／
㈱大三商行／㈱江間忠ホールディングス

小学校社会科見学─江東区内小学校３年生─
豊洲小学校／枝川小学校／第四砂町小学校／東陽小学校／有明小学校／第二辰巳小学
校／東砂小学校／数矢小学校／第三大島小学校／川南小学校／亀高小学校／第二亀戸
小学校／南陽小学校／豊洲北小学校

中学校・高校
愛知県田原市田原中学校／公文国際学園（中等部・高等部）／千倉中学校（早川木材職
業体験）／東京学館浦安高等学校／東京都立大江戸高校／さいたま桜高等学校（見学・
木工体験）／千葉県立市川工業高等学校インテリア科

大学・専門学校など
法政大学 デザイン工学部 建築学科／日本大学 生物資源科学部森林資源科学科／
女子美術大学 デザイン・工芸学科 プロダクトデザイン／東京大学／東京都市大学 建
築学部／駒沢女子大学 空間造形学科／東京農業大学 森林総合科学科／法政大学 網野
研究室／東京工業大学／東京農業大学森林総合科学科 佐藤明ゼミ／城東職業能力開発
センター／東京デザイナー学院／ESPミュージックアカデミー／東京テクニカルカレ
ッジ／専門学校中央工学校 建築科／横浜建築高等職業訓練校／足利産業技術学校／
東京デザイン専門学校 ディスプレイデザイン科

学校以外
台東区少年少女発明クラブ／明光キッズ（学童保育）

ワークショップ
７月 20・21日 夏休みの木工教室①　ジグソーパズルをつくろう！
８月  ３・ ４日 夏休みの木工教室②　コリントゲームをつくろう！
８月 10・11日 夏休みの木工教室③　ビー玉ころりをつくろう！
８月 24日 夏休みの木工教室　追加　コリントゲームをつくろう！
８月 25日 夏休みの木工教室　追加　コリントゲームをつくろう！

第5回工場見学ツアー
７月  27日 夏休み合板・ＬＶＬ工場見学ツアー＆木工体験

クリスマスツリー植林祭
５月  26日 クリスマスツリー植林祭2013（in北海道イコロの森）

開館５周年記念式典
11月 ５日 第１回合板の日記念式典

ウッドマスター講習会開催
 ４月 16～20日 ウッドマスター（基礎）講習会
 11月 29・30日 ウッドマスター（中級）講習会

外部イベント出展
 ５月 11・12日 みどりとふれあうフェスティバルin日比谷公園
 ８月 23・24日 ジャパン建材フェア
 12月 13～15日 エコプロダクツ2013─森林からはじめるエコライフ展─
 ３月 14・15日 ジャパン建材フェア
 ３月 29・30日 Forest For Rest ～ SATOYAMA&SATOUMIへ行こう～ 2014

（平成25年４月～平成26年３月）平成25年度見学・イベント（抜粋）
エコプロダクツ2013
～森林からはじまるエコライフ展～
に出展しました

　毎年ビッグサイトで開催される日本最大級の環境
展示会「エコプロダクツ」。今年は約17万人の来場が
あり、社会科見学の小学生や中高生、エコに関心のあ
る家族や企業、海外からの視察などたくさんの来場者
に博物館をPRしました。

を開催しました

を開催しました

に出展しました
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下記の新聞、Webサイト、雑誌・マガジン等のメディアで紹介され
ました。これからも少しでも知名度を上げ、多くの方々にご来館
いただけるよう努めて参ります。

【新聞】The japan Times（2013年7月28日付）／日刊木材新聞（2013年10月17日付）
／接着剤新聞（2013年4月1日付）／東京リビング（2014年3月8日付）
【Webサイト】ミュージアム応援＆寄付サポート http://www.museumsupport.net/
／Walkerplus東京 http://www.walkerplus.com/ ／博物館・美術館情報サイト「ミ
ュージアムカフェ」／佐伯チズの美肌茶房 http://bihadasabo.jp/
【印刷物（雑誌・マガジン）】ライフサポート通信「ＴＯＭＯＮＹ」（33号 2013年春）
／「あんふぁん ―幼稚園児とママの情報誌 2014年4月春休み号」サンケイリビング
新聞社／「エコチル ―地球にやさしいこどもたち」2013年東京版11月号／「おはよ
う 奥さん」（2013年5月号）／「こうとうトコトコ日和―江東区を楽しむ観光情報紙」
（2013-14冬号）／「さぴあ ―受験ライフをサポートする進学情報誌」（2013年6月号）
／「スタンプマガジン」（2013年11月号 「合板の日」広告）
【印刷物（冊子）】「東京大マラソン祭り 2014 豊洲・東雲エリア」（東京都）

木材・合板博物館が紹介されました

平成25年度を振り返って

　
「
ま
ず
は
こ
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で
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も
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さ
れ
た
大
型
コ
ン
テ
ナ
船

の
向
こ
う
に
、
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
が
姿
を

見
せ
て
い
ま
す
。
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。
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「
そ
の
頃
も
う
、
こ
こ
の
青
写
真
が
あ
り
ま

し
て
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北
三
』
に
い
た
と
き
か
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お
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す
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2
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に
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手
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思
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な
重
み
、
温

か
く
や
わ
ら
か
な
手
触
り
が
、
陶
磁
器
と
は
違

い
ま
す
。「
高
橋
さ
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と
い
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職
人
さ
ん
が
エ

ン
ジ
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）
で
お
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の
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て
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い
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を
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ら
ど
う
か

と
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に
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…
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こ
れ
は
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子
さ
ん
の

作
品
で
材
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は
シ
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。
食
器
で
す
か
ら
洗
う
と

き
を
考
え
て
表
面
は
ウ
レ
タ
ン
塗
装
し
て
い
ま

宮島正博氏
くくの木　代表

「木のまち　新木場」とその周辺で気
になる会社、企業、人物、スポットを
紹介する新木場漫歩のコーナー。新
木場駅からバスに乗り、一本道を真っ
直ぐ南に向かって12分、「南千石橋」
で降りたら、そこはもう東京湾の波打
ち際です。2012年に開通した東京ゲー
トブリッジを正面に望む、新しいベイ
サイドエリアに新しい「木の店」が誕
生しました。40年以上を木の世界で働
いてこられた宮島正博さんが、2012年
にオープンした「くくの木」（KＵKＵ
ＮOKI）です。白と黒が基調の都会的
な印象の2階建て。木板に手彫りされ
た「家具雑貨etc…セレクトショップ　
くくの木トリトン木芸」の看板が出迎
えてくれました。

宮島さんの表情は、いつも穏やかで柔らか

オ
ー
ナ
ー
宮
島
さ
ん
の
夢
は
、今
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り

木
の
ま
ち
の
ベ
イ
サ
イ
ド
エ
リ
ア
に
誕
生
し
た
、ク
ラ
フ
ト
＆
家
具
ギ
ャ
ラ
リ
ー

木
に
魅
惑
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、「
く
く
の
木
」２階カフェラウンジの窓から望む東京湾。この日は霧雨ごしに見る東京ゲートブリッジです

奥様が出して下さった珈
琲。木製カップの手触り
が不思議な感じです
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す
。」
こ
の
珈
琲
カ
ッ
プ
が
、
テ
レ
ビ
朝
日
の

番
組
「
加
山
雄
三
の
『
ゆ
う
ゆ
う
散
歩
』」
で

紹
介
さ
れ
る
と
、
注
文
電
話
が
殺
到
し
て
生
産

が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
の
人
気
商
品
に
。

自
然
光
で
明
る
い
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
木
製
雑
貨
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
な
ど
に

さ
り
げ
な
く
置
か
れ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
は
一

輪
挿
し
。
作
っ
た
の
は
70
歳
の
女
性
で
す
が
、

椅
子
専
門
の
家
具
職
人
で
し
た
。
も
う
重
い
物

は
持
て
な
い
の
で
今
は
小
物
を
。
木
の
味
が
活

か
さ
れ
た
小
品
で
す
」
珈
琲
カ
ッ
プ
を
手
に
、

宮
島
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
丹
精
さ
れ

た
雑
貨
の
数
々
を
眺
め
る
。
ま
っ
た
り
過
ご
し

た
く
な
る
よ
う
な
空
間
で
す
。
こ
こ
は
、
も
と

写
真
ス
タ
ジ
オ
だ
っ
た
の
で
、
今
も
モ
デ
ル
さ

ん
の
撮
影
に
使
わ
れ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

創
意
に
満
ち
た
魅
力
的
な
ク
ラ
フ
ト
製
品
た
ち

ラ
ウ
ン
ジ
奥
の
ド
ア
か
ら
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

す
。
思
っ
た
以
上
の
広
さ
に
、
た
く
さ
ん
の
木

製
品
が
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
な
ん

と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
椅
子
が
あ
り
ま

す
。「

こ
れ
は
、
流
木
か
ら
造
っ
た
椅
子
。
ケ
ヤ

キ
で
重
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
九
十
九
里
な
ど
で

拾
っ
て
き
た
流
木
を
若
者
た
ち
が
自
分
た
ち
の

工
房
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
造
っ
た
作
品
で
す
。」

体
が
包
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
座
り
心
地
で
す
。

「
こ
れ
は
行
灯
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
室
内
灯
で

ね
。『
北
三
』
時
代
、
海
外
向
け
の
和
風
照
明

と
し
て
私
が
製
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
し
た
。

発
光
体
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
当
時
は
高
か
っ
た
ん
だ
け

ど
、
大
田
区
の
工
場
が
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
お
祝
い
用
の
酒
樽
の
イ
メ
ー
ジ
。

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
は
ブ
ナ
の
フ
ィ
ル
ム
で
挟
ん

で
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
割
れ
ま
せ
ん
。
リ

モ
コ
ン
で
照
明
の
色
を
チ
ェ
ン
ジ
も
で
き
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
人
気
で
す
。
こ
の
「
行
灯
」

は
私
が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
和
風
照
明
の
展

示
を
担
当
し
て
い
た
と
き
の
商
品
で
、こ
の
日
、

３
・
11
大
震
災
が
あ
っ
た
関
係
で
、
忘
れ
ら
れ

な
い
ア
イ
テ
ム
で
す
。」

「
近
頃
、
ち
ゃ
ぶ
台
を
ご
希
望
の
お
客
様
が

多
い
ん
で
す
。
脚
部
を
、
金
具
を
使
っ
て
折
れ

脚
に
す
る
と
壊
れ
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
は
差
し
込
み
式
に
し
ま
し

た
。
台
表
面
に
は
滑
り
止
め
加
工
を
施
し
て
ま

す
が
、
木
材
よ
り
も
こ
っ
ち
の
表
面
加
工
に
時

間
が
か
か
っ
て
ま
す
（
笑
）。」

「
基
本
的
に
、
デ
ザ
イ
ン
は
こ
こ
か
ら
オ
フ

ァ
ー
し
ま
す
け
ど
、
製
作
は
椅
子
は
椅
子
、
箱

は
箱
、
デ
ス
ク
は
デ
ス
ク
、
と
い
う
具
合
に
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
職
人
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。」

〝
か
ら
く
り
造
り
〞
の
吹
き
抜
け
ス
テ
ー
ジ　

2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
階
段
を
降
り
る
と
、

そ
こ
は
１
階
か
ら
吹
き
抜
け
の
イ
ベ
ン
ト
＆
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
天
井
か
ら
マ
ホ
ガ

ニ
ー
製
の
カ
ヌ
ー
が
吊
る
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

き
な
階
段
状
の
設し

つ
らえ
は
、
天
竜
の
ヒ
ノ
キ
の
間

伐
材
を
利
用
し
て
造
ら
れ
た
自
作
ス
テ
ー
ジ
で

す
。内
部
に
通
じ
る
ド
ア
も
仕
込
ま
れ
て
い
て
、

映
写
機
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
も
使
用
で
き
、
上

映
会
や
ラ
イ
ブ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
何
で

も
あ
り
の
、〝
か
ら
く
り
造
り
〞
の
ス
ペ
ー
ス

で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
床
材
は
取
り
外
し
も
で

き
て
、
高
さ
調
節
も
自
在
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は

子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
で
、「
保
育
園
の
壁
に

こ
の
床
材
仕
様
を
生
か
し
て
、
木
登
り
が
出
来

る
よ
う
な
雰
囲
気
を
演
出
し
て
み
た
い
」
と
三

井
住
友
建
材
の
方
が
話
し
て
い
た
と
か
。
ク
ラ

フ
ト
工
房
を
主
宰
す
る
若
者
た
ち
の「
流
木
展
」

や
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
女
子
部
の
皆
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
会
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

人
が
集
う
工
房
の
夢

│
新
木
場
を
も
っ
と
「
木
の
ま
ち
」
に

「
こ
れ
か
ら
家
を
建
て
ら
れ
る
方
と
か
、
リ

フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方
と
か
、
そ
う

い
う
方
々
に
こ
こ
に
来
て
も
ら
っ
て
、
内
装
や

家
具
な
ど
、
木
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
夢
を
見
て

も
ら
い
た
い
。
そ
う
思
っ
て
こ
の
店
を
始
め
ま

し
た
。
私
た
ち
は
大
量
生
産
は
出
来
ま
せ
ん
。

量
産
メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
仕
事
で
は
な
く
、
こ
こ

で
は
本
当
に
お
気
に
入
り
の
一
点
も
の
を
オ
ー

ダ
ー
し
て
も
ら
い
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
、
職
人

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
手
仕
事
の
成
果
を
評
価
し
て

い
た
だ
く
、
そ
ん
な
お
店
が
出
来
た
ら
い
い
な

と
…
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
家
具
製
作
の
工
房
を

誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
日
本
で
は

ち
ょ
っ
と
そ
う
い
き
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
家
具
が
親
か
ら
子
へ
と
受
け
継
が
れ
ま
す
。

そ
の
家
具
を
長
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
な
が
ら
大

事
に
使
っ
て
い
き
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
石
の

文
化
圏
で
す
が
、
木
の
良
さ
を
大
切
に
す
る
文

化
も
し
っ
か
り
と
息
づ
い
て
い
る
ん
で
す
。」

「
北
三
」
時
代
、
宮
島
さ
ん
は
ク
ラ
フ
ト
製

品
や
内
装
デ
ザ
イ
ン
の
製
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

仕
事
を
通
じ
て
、
大
学
の
デ
ザ
イ
ン
科
の
学
生

さ
ん
や
、若
い
職
人
の
「
た
ま
ご
」
た
ち
と
の
、

た
く
さ
ん
の
縁
が
出
来
ま
し
た
。「
そ
の
子
た

ち
が
、
今
育
っ
て
一
人
前
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
彼
ら
が
思
う
存
分
、
そ
の
技
量
を
発
揮
で

き
る
よ
う
な
場
所
を
作
り
た
い
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

さ
ん
、
職
人
さ
ん
が
こ
こ
で
仕
事
を
し
て
、
お

客
さ
ん
が
こ
こ
に
来
て
そ
れ
を
目
に
し
な
が
ら

相
談
で
き
る
…
こ
こ
を
、
そ
ん
な
自
在
な
ス
ペ

ー
ス
に
育
て
る
の
が
私
の
夢
な
ん
だ
け
ど
、
ま

だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
で
す
。」

「
あ
れ
も
や
り
た
い
、
こ
れ
も
や
り
た
い
、

私
も
と
り
と
め
が
な
い
（
笑
）。
で
も
、
み
ん

な
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
て
く
れ
る
ん
で
何
と
か

生
き
延
び
て
い
ま
す
（
笑
）。
か
つ
て
縁
の
あ

っ
た
若
い
人
や
新
木
場
の
仲
間
た
ち
と
一
緒

に
、
こ
こ
を
も
っ
と
木
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
場
所

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」

《
後
記
》

　

思
わ
ず
手
に
し
た
く
な
る
ク
ラ
フ
ト
製
品

や
、
オ
ー
ダ
ー
家
具
が
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
並
ぶ

「
く
く
の
木
」
で
す
が
、
お
店
に
あ
る
の
は

こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
日
、
テ

レ
ビ
で
お
店
を
知
っ
た
と
い
う
ア
メ
リ
カ
人
男

性
が
現
れ
、「
こ
こ
で
働
か
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
か
」

│
。
聞
く
と
、
ア
メ
リ
カ
で
10

年
、
岐
阜
で
3
年
修
業
し
て
き
た
家
具
職
人

さ
ん
。
宮
島
さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
知
り
合
い
の

家
具
屋
さ
ん
を
紹
介
し
た
そ
う
で
す
。「
日

本
女
性
と
結
婚
し
て
る
ん
だ
け
ど
、
日
本
語

は
ま
だ
で
ね
。
で
も
す
ご
く
頑
張
っ
て
い
る
ん

だ
よ
」
と
宮
島
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
こ
こ
に

あ
る
の
は
モ
ノ
ば
か
り
で
な
く
、
宮
島
さ
ん
が

40
年
間
培
って
き
た
、
た
く
さ
ん
の
木
に
関
わ

る
人
と
の
つ
な
が
り
、
情
報
、
ア
イ
デ
ィ
ア
、

夢
ま
で
満
載
な
の
が
「
く
く
の
木
」
で
す
。

新
木
場
の
仲
間
と一緒
に
、こ
の
「
木
の
ま
ち
」

を
も
っ
と
も
っ
と
魅
力
を
発
信
で
き
る
場
所
に

し
た
い
と
語
る
宮
島
さ
ん
。
そ
の
夢
は
今
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　

別
れ
際
、
奥
様
に
無
理
を
お
願
い
し
て
、

ツ
ー
シ
ョッ
ト
の
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
く
く
の
木
」
は
奥
様
が
淹
れ
て

く
だ
さ
る
珈
琲
の
味
も
絶
品
で
す
。
波
打
ち

際
か
ら
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を
眺
め
な
が
ら
、
あ

な
た
も
い
か
が
で
す
か
？

（
博
物
館
ス
タ
ッ
フ　

長
谷
川
麻
紀
）

くくの木（KUKUNOKI,LLC.）http://www.kukunoki.info/
〒136-0082 東京都江東区新木場3-2-10 TEL/FAX 03-6457-0299
■ 10：00 ～ 17：00　OPEN （不定休）
■ アクセス／ JR京葉線・りんかい線・東京メトロ『新木場』から都営バス

「木11系統／新木場循環」で12分、『南千石橋』下車
首都高湾岸線『新木場出口』から7分、駐車場あり

①木の味わいが活かされた一輪挿し　②木製のチョウタイ、奥様の胸につけられ
ていました　③魅惑的なクラフト、家具が一杯のギャラリー。宮島さんの「木の世
界」のお話と一緒だと底知れない魅力を感じる空間です　④流木のケヤキから造
られた椅子。座ってみました　⑤流木のケヤキを彫り込んだラック。重厚感にあ
ふれています。実際とても重い　⑥表面にすべり止め加工のされたちゃぶ台　⑦中
の箸ケースがすっと飛び出してくる不思議な箸入れ。誰かを驚かしてみたくなりま
す　⑧座面は奥深く造られ、椅子の上で胡坐がかけます。女性に人気があるそう
です　⑨沖縄の職人さんが岐阜の材で造った木琴。ただの木琴ではありません。
叩くと聞こえるのは沖縄の音階　⑩ギャラリー中央に鎮座するシンボルツリー。樹
齢300年のスギ　⑪行灯。ブナのフィルムごしに見える明かりの色が変わります

吹き抜けで開放感あふれる
のステージ。階段状の造り
は展示台にも客席にも

忍者屋敷を思わせるカラクリ
仕立て、子どもたちは必ず中
に入ってみたがるそうです

江東区の都立特別支援学校の高等部、木工班の製作に
なるコースター。宮島さんはこうした製作のオファーが少
しでも役に立つならと、販売にも力を入れています

万事に控えめな印象の
奥様。胸についている
のは木製のチョウタイ

①②

③

④

⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨

⑩

⑪
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は
じ
め
に
言
葉
の
定
義
に
つ
い
て
。今
仮

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
中
の
液
体
に
放
射
性
物
質

が
混
ざ
っ
て
い
る
と
し
ま
す
。蓋
が
し
て
あ

る
と
放
射
性
物
質
は
ボ
ト
ル
か
ら
外
に
出
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、放
射
性
物
質

か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
線
は
ボ
ト
ル
を
突
き

抜
け
て
外
に
出
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。す
な

わ
ち
、ボ
ト
ル
の
外
に
い
る
人
は
直
接
放
射

性
物
質
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

放
射
線
は
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
す（
外
部

被
ば
く
）。ち
な
み
に
、こ
の
と
き「
こ
の
瓶
の

中
の
液
体
に
は
放
射
能
が
あ
る
」と
言
え
ま

す
。一

方
、ボ
ト
ル
の
蓋
が
開
い
た
場
合
に
は
、

中
の
液
体
が
外
に
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。例
え
ば
液
体
の
温
度
が
上
が
る
と
、放
射

性
物
質
が
蒸
発
し
て
外
に
出
て
く
る
可
能
性

が
あ
る
わ
け
で
す
。さ
ら
に
誰
か
が
誤
っ
て

液
体
を
飲
ん
だ
と
す
る
と
体
の
中
に
入
っ
た

放
射
性
物
質
か
ら
出
る
放
射
線
を
体
内
で
浴

び
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
を
内
部
被
ば

く
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ボ
ト
ル
を
木
材
に
置
き
換
え
る
と

「
こ
の
木
材
に
は
放
射
能
が
あ
る
」と
い
う
こ

と
に
な
り
、「
こ
の
木
材
か
ら
放
射
線
が
出

る
可
能
性
が
あ
る
」の
で
、こ
れ
を
し
っ
か
り

と
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。木

材
は
飲
み
食
い
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

少
な
く
と
も
建
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、中
の
放
射
性
物
質
と
い
う
よ
り
は
、外
に

ど
の
く
ら
い
放
射
線
が
出
る
の
か
、そ
れ
に

よ
っ
て
ど
の
程
度
外
部
被
ば
く
す
る
こ
と
に

な
る
の
か
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。私

た
ち
の
環
境
中
に
は
自
然
に
由
来
す
る

放
射
線
や
放
射
性
物
質
が
す
で
に
存
在
し
、

「
環
境
放
射
線
」あ
る
い
は「
環
境
放
射
能
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。場
所
な
ど
の
条
件
に

よ
り
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、年
間
被
ば
く
線

量
の
世
界
平
均
は
2
・
４
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

（m
Sv 

※2

）と
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
他

に
、被
ば
く
へ
の
寄
与
は
無
視
で
き
る
程
度

で
す
が
、福
島
第
一
原
発
事
故
の
前
か
ら
、環

境
中
に
は
人
工
の
放
射
性
物
質
が
存
在
し
て

い
ま
す
。そ
の
主
な
起
源
は
大
気
中
核
実
験

と
原
発
事
故
で
す
。

気
象
研
究
所
は
、空
か
ら
降
下
す
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
量

を
、１
９
５
０
年
代
か
ら
毎
月
測
り
続
け
て

い
ま
す
。降
下
量
は
、核
実
験
が
集
中
し
た

１
９
５
０
〜
60
年
代
に
高
く
、チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
事
故
が
あ
っ
た
１
９
８
６
年
に
も
ピ
ー

ク
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
に
放
射
性
物

質
が
降
り
続
い
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、日
本

の
環
境
中
に
も
そ
れ
な
り
に
放
射
性
物
質
が

存
在
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。例
え
ば
、福
島

の
事
故
の
前
で
も
、森
林
土
壌
の
表
層
付
近

に
は
、土
壌
1
㎏
あ
た
り
、数
10
〜
数
１
０
０

ベ
ク
レ
ル（Bq

 

※3

）の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
は
、風
に
乗
っ
て
運
ば
れ
、森
林
を

含
め
た
地
表
面
に
沈
着
し
ま
し
た
。特
に
、汚

染
物
質
が
運
ば
れ
た
先
で
雨
が
降
る
と
、多

く
の
放
射
性
物
質
が
洗
い
落
と
さ
れ
て
地
上

に
降
下
し
ま
し
た
。地
形
も
影
響
し
て
い
ま

す
。従
っ
て
、放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
沈
着
量
の

分
布
状
況
を
見
る
と
決
し
て
均
一
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。事
故
に
よ
っ
て
様
々
な
放
射
性
物

質
が
環
境
中
に
放
出
さ
れ
ま
し
た
が
、半
減

期
が
長
く
て
量
が
多
い
と
い
う
点
で
、現
在

問
題
に
す
べ
き
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
で
す
。

森
林
環
境
で
は
、森
林
に
降
下
し
た
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
森
林
の
産
物
や
木
材
に
ど
の
く

ら
い
入
っ
て
く
る
の
か
が
大
き
な
問
題
と
な

る
わ
け
で
す
。

土
壌
が
汚
染
さ
れ
る
と
、そ
こ
に
生
育
す

る
生
物
は
長
期
間
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。し
か
し
、実
際
は
農
作
物
中
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
事
故
か
ら
時
間
を
追

う
ご
と
に
減
り
、現
在
、規
制
値
の
1
㎏
あ
た

り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
越
え
る
も
の
は
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
原
因
の
第
一

は
、除
染
を
含
め
た
様
々
な
対
策
の
効
果
で

す
。第
二
に
は
農
耕
地
の
土
壌
が
持
つ
性
質

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。土
壌
中
に

含
ま
れ
る
あ
る
種
の
粘
土
鉱
物
は
セ
シ
ウ
ム

を
非
常
に
強
く
吸
着
す
る
性
質
が
あ
り
、こ

れ
に
捉
え
ら
れ
る
と
、土
壌
中
に
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
存
在
し
て
も
植
物
は
吸
収
す
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、「
森
の
も
の
」す
な
わ
ち
林
産

物
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
比
較
的
高
い

値
を
維
持
し
て
お
り
、各
地
で
出
荷
制
限
な

ど
に
な
っ
て
い
る
品
目
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、生
態
系
と
し
て
の
森
林
中
で

の
セ
シ
ウ
ム
の
循
環
の
仕
方
に
関
連
し
て
い

ま
す
。森
の
生
態
系
は
栄
養
素
で
あ
る
カ
リ

ウ
ム
を
循
環
さ
せ
な
が
ら
効
率
よ
く
利
用
す

る
た
め
の
仕
組
み
を
待
っ
て
い
ま
す
。セ
シ

ウ
ム
は
カ
リ
ウ
ム
と
同
じ
ア
ル
カ
リ
元
素
で

両
者
は
性
質
が
似
て
い
ま
す
。従
っ
て
、森
に

入
っ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、カ
リ
ウ
ム
を

循
環
さ
せ
る
仕
組
み
に
取
り
込
ま
れ
、森
の

生
物
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
形
を
維
持
し

な
が
ら
、森
の
生
態
系
の
中
に
閉
じ
込
め
ら

れ
て
循
環
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

森
の
中
で
様
々
な
試
料
を
採
取
す
る
と
、

シ
ダ
や
キ
ノ
コ
類
に
高
い
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
は
、森
の
中
で
も
特
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

を
蓄
積
し
や
す
い
生
物
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。樹
木
に
も
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
取
り
込

ま
れ
ま
す
。樹
木
中
の
分
布
は
不
均
一
で
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
採
取
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
カ
マ
ツ
の
年
輪
で
は
、細
胞
分
裂
の
活
発

な
形
成
層
に
濃
度
の
ピ
ー
ク
が
見
ら
れ
ま

す
。ま
た
、心
材
は
辺
材
よ
り
も
濃
度
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、セ
シ
ウ
ム
の
分
布

の
様
子
は
樹
種
に
よ
っ
て
異
な
り
、例
え
ば

ス
ギ
の
場
合
は
、長
期
間
の
デ
ー
タ
で
見
る

と
辺
材
よ
り
心
材
の
方
が
高
め
で
あ
る
こ
と

が
、森
林
総
研
の
高
野
先
生
か
ら
直
前
の
講

演
で
報
告
さ
れ
た
ば
か
り
な
の
で
、一
概
な

こ
と
は
言
え
ず
注
意
が
必
要
で
す
。

今
後
は
、木
材
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
、そ
し
て
、そ

の
予
測
が
可
能
で
あ
る
の
か
が
、大
切
な
問

題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

植
物
中
の
濃
度
を
予
測
す
る
た
め
の
一
つ

の
方
法
と
し
て「
移
行
係
数
」が
用
い
ら
れ
ま

す
。農
作
物
の
場
合
、農
作
物
中
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
と
土
壌（
均
一
な
作
土
）中
の
濃

度
の
比
を
計
算
す
る
も
の
で
、対
象
と
す
る

農
産
物
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
分
子

と
し
、土
壌
中
の
濃
度
を
分
母
と
す
る
係
数

で
す
。す
な
わ
ち
、移
行
係
数
が
大
き
い
ほ
ど

土
壌
か
ら
植
物
に
吸
収
さ
れ
や
す
い
と
言
え

ま
す
。

一
方
で
、森
林
の
場
合
は
、土
壌
の
深
さ
に

よ
っ
て
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度
が
大
き
く

変
化
す
る
上
、植
物
の
根
や
菌
類（
キ
ノ
コ
）

の
菌
糸
の
深
さ
も
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、農
耕
地
の
よ
う
に
、あ
る
深
さ
の
土

壌
の
濃
度
を
均
一
と
し
て
移
行
係
数
を
求
め

る
と
大
き
な
誤
差
を
生
じ
ま
す
。そ
こ
で
、森

林
の
産
物
に
関
し
て
は
、土
壌
中
の
濃
度
の

代
わ
り
に
、そ
の
場
所（
林
床
）へ
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
沈
着
量
を
用
い
る
と
い
う
方
法

が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、式
に
表
す

と
以
下（
式
1
）の
通
り
で
す
。

こ
れ
ら
の
値
は
、例
え
ば
、Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ 
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と
い
う
報
告
書
に
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、誰
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

で
す
。樹
種
ご
と
、ま
た
木
の
部
分
に
応
じ
た

係
数
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、こ
の

値
は
複
数
の
文
献
の
集
計
で
あ

り
、非
常
に
幅
広
い
バ
ラ
ツ
キ

が
あ
る
の
で
、あ
く
ま
で
目
安

と
し
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、福
島
事
故
後
の

場
合
は
、ま
だ
時
間
の
経
過
が

浅
く
、セ
シ
ウ
ム
は
森
林
中
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
き
続
け
て

い
て
、平
衡
で
安
定
な
状
態
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
状
況
で

は
移
行
係
数
そ
の
も
の
も
変
化

し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

木
材
中
の
濃
度
を
予
測
す
る

方
法
の
も
う
一
つ
は
、森
林
に

お
け
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移

行
に
関
す
る
モ
デ
ル
を
作
り
、

木
材
の
部
分
の
濃
度
の
時
間
変

化
を
予
測
し
て
い
く
も
の
で

す
。チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
後
に

多
く
の
モ
デ
ル
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。た
だ
、こ
の
方
法
は
予

測
結
果
が
モ
デ
ル
ご
と
に
大
き

く
こ
と
な
り
、特
に
、ご
く
初
期

の
デ
ー
タ
し
か
得
ら
れ
て
い
な

い
現
在
の
福
島
後
の
状
況
で

は
、正
確
な
予
測
は
難
し
い
と

言
え
ま
す
。

現
在
必
要
な
こ
と
は
、よ
り
正
確
な
実
測

を
重
ね
て
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、福
島
県
や
林
野
庁
な
ど
が
調

査
を
し
て
い
ま
す
。福
島
県
内
を
メ
ッ
シ
ュ

で
区
割
り
し
て
空
間
線
量
率
を
測
る
と
同
時

に
、木
材
の
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を

ベ
ク
レ
ル
で
測
定
す
る
方
法
で
す
。林
野
庁

の
２
０
１
２
年
の
調
査
に
よ
る
と
、木
材
中

の
濃
度
の
最
大
値
は
1
㎏
あ
た
り
４
９
７
ベ

ク
レ
ル（
ア
カ
マ
ツ
辺
材
）で
し
た
。こ
の
材

で
囲
ま
れ
た
部
屋
に
居
住
す
る
こ
と
を
想
定

し
た
被
ば
く
線
量
の
試
算
結
果
も
示
さ
れ
て

お
り
、そ
の
値
は
自
然
放
射
線
の
世
界
平
均

で
あ
る
年
間
２
・
４
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
０
・

５
％
で
、被
ば
く
線
量
を
明
ら
か
に
増
加
さ

せ
る
量
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、福
島
県
木
材
協
同
組
合
は
福
島
県

産
木
材
に
つ
い
て
、表
面
線
量（cpm
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）を

計
測
し
て
自
主
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。木

材
製
品
の
表
面
に
測
定
装
置
を
あ
て
て
測
る

方
法
で
す
が
、こ
の
数
値
を
被
ば
く
線
量
で

あ
る
シ
ー
ベ
ル
ト
に
換
算
す
る
の
は
、な
か

な
か
難
し
い
面
も
あ
る
の
が
実
情
で
す
。直

前
で
の
高
野
先
生
か
ら
の
報
告
に
も
あ
り
ま

し
た
よ
う
に
、木
材
の
表
面
線
量
と
木
材
中

の
濃
度
を
対
比
さ
せ
る
よ
う
な
デ
ー
タ
の
蓄

積
が
、よ
り
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
：
編
集
委
員
会
）

今
年
2
月
13
日
、
福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
木
材
と
放
射
能
に

関
す
る
研
修
会
」
が
港
区
芝
の
建
築
会
館
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修

会
は
、
①「
森
林
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
動
態
│
森
林
総
研
の
取
り
組
み
か
ら
」
森
林
総

研
・
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
高
橋
正
通
氏
、
②「
木
材
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

動
き
を
追
う
」
森
林
総
研
・
木
材
特
性
研
究
領
域
長
、
高
野
勉
氏
、
③「
環
境
と
生
産

物
の
放
射
能
と
そ
の
影
響
」
放
医
研 

※1
環
境
動
態
・
影
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
、

吉
田
聡
氏
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
④「
安
全
な
木
製
品
出
荷
へ
の
取
り
組
み
」
と

し
て
主
催
者
の
福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
専
務
理
事
の
宗
形
芳
明
氏
か
ら
発
言
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
放
医
研
・
吉
田
聡
氏
の
レ
ポ
ー
ト
を
、
誌
面
枠
の
関
係

か
ら
抄
録
で
紹
介
し
ま
す
。

「
環
境
と
生
産
物
の
放
射
能
と
そ
の
影
響
」

「
木
材
と
放
射
能
に
関
す
る
研
修
会
」
か
ら

※1　【放医研】（放射線医学総合研究所）　　
〒263-8555 千葉県千葉市稲毛区穴川4-9-1
http://www.nirs.go.jp/index.shtml
※2　【mSv】ミリシーベルト
シーベルトは生体の被ばくによる生物学的影響の大きさを表す単位。ミリ
シーベルトはシーベルトの1000分の1。
※3　【Bq】ベクレル
放射能を表す単位。1ベクレルは、1秒間に1個の放射性核種が壊変する場
合の放射能を表す。
※4　【IAEA】（International Atomic Energy Agency）
国際原子力機関。国際連合傘下の自治機関。原子力の平和利用や軍事転
用されないための保障措置を実施する国際機関として1957年に創立。本
部ウィーン。
※5　【IAEA TRS472】
IAEAの技術報告書。472番は2010年に公開され、環境中での放射性物
質の移行に関する様々な係数が取りまとめられている。下記でダウンロー
ド可能。
http://www-pub.iaea.org/MTCD/publications/PDF/trs472_web.pdf
※6　【cpm】カウント・パー・ミニッツ
放射線測定器に1分間に入ってきた放射線の数を示す単位

放
射
線
医
学
研
究
所
・
環
境
動
態
・
影
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
（
現
在
：
福
島
復
興
支
援
本
部
副
本
部
長
）　

吉
田 

聡

身
の
回
り
に
は
も
と
も
と

放
射
線
が
存
在
す
る

１

３
森
の
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は

動
き
な
が
ら
留
ま
る 

２
原
発
事
故
の
影
響
は

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
重
要

５
木
材
の
利
用
で
は

外
部
被
曝
が
重
要

４
林
産
物
中
の
濃
度
を

予
測
す
る
た
め
に

林床への放射性セシウム沈着量（1㎡あたりのベクレル）

林産物中の放射性セシウム濃度（1㎏あたりのベクレル）
沈着量あたりの移行係数（Tag） = 

式１


